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報告内容 

 

１． 本課題の研究の背景、目的、関係するプロジェ

クトとの関係 

仁科加速器研究センターRI ビームファクトリー

(RIBF)では重イオンビームの大強度化が計画さ

れている。加速途中の重イオンの荷電状態を上

げるため、固体、気体を用いた荷電ストリッパ

ーが開発中だが、ビーム強度の増大に伴いスト

リッパーへの熱負荷による劣化、寿命が問題と

なる。本課題ではベリリウム板に照射されるウ

ランビームによる熱負荷及び温度上昇の見積を

行うことが目的である。 

 

２． 具体的な利用内容、計算方法 

外径 120 mm、厚さ 0.1 mmのベリリウム板を 100

～1000 rpm の速度で回転し、中心から 50 mm の

位置にウランビームが照射される (図 1)。ビー

ムスポット直径は 5 mmである。シャフトは水冷

されており 20 ℃に保たれたとする。その場合の

ビーム照射位置の温度上昇を ANSYS により計算

する。温度上昇がベリリウムの融点 (1278 ℃)

に至るにはどのくらいのビーム強度まで照射可

能かを見積もる。 

 

３． 結果 

2012年 10月のウランビーム実験のために計算を

行っていたが、形状のモデル構築の段階で実験

を迎えてしまった。実験では 100 pnAの照射(熱

負荷 100W)で、1ヶ月強のビームタイムをこなす

ことができた。ビームタイムの終盤に赤熱して

いる状態が観測され、900～1000℃になっていた

と思われる。 

 

４． まとめ 

ウランビーム 100 pnA の照射に耐えることが確

認された。ベリリウム板の温度は推定 900～

1000℃になっていると思われる。モデル構築、

計算を引き続き実施し、実際に得られた結果を

再現できるかを確認する。 

 

５． 今後の計画・展望 

将来ウランビームが現状の 10倍に増強されるこ

とを考慮すると冷却機構の改良が必要となる。

引き続き ANSYSでの計算、温度上昇見積を行い、

冷却機構の設計・最適化を行う予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


